特別管理費についての規定　　　　　　　　　オフィス藤田有限会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループホーム燦々（さんさん）
１　特別管理費とは下記のとおり定義します。
　　加齢や病気の進行に伴い、経口摂取が困難になったり排泄が自力でできなくなったり、医療的な手当が日常的に必要となったりした場合に、看護師等の専門職および介護職員が日常的な健康管理を越えて、特別な配慮をしながら支援を行う必要がある方に対して算定する費用です。

２　特別管理の度合により、次の３段階に分けて費用を設定します。

	特別管理の度合
と定義
	管理内容の例
	１日の

料金
	１か月

の料金

	特別管理１度

30分程度の処置や観察が1日1回程度ある
	· 血圧や体温の変動があり、１日２回以上の注意深い観察が２ヶ月以上続いている
· 褥瘡など皮膚の処置が１か月以上続いている

· １週間に１回以上、症状改善のための薬の調整が３ヶ月以上続いている
	100円
	3,000円

	特別管理２度

30分以上の処置や観察
が1日2回以上ある

医療処置が1日2回以上
あり、継続的な医師との
調整が必要
	· 自力での排便困難により定期的な浣腸や摘便等で排泄管理している
· 自力での食事が困難で、食事時に２人以上で特別な介助をしている
· 医療機関による機能訓練ではなく、専門職による日常的な機能訓練を行っている
· 皮下注射や血糖測定など定期的な医療行為を医療者が行っている
	300円
	9,000円

	特別管理３度

毎日1時間以上の医療的
な管理が必要で、医師と
の連携を1週間に1回以
上とっている
介護職だけの管理では
本来困難と思われる処
置等がある
	· 胃ろう、経鼻による経管栄養管理（1日2回以上もしくは12時間以上の持続管理）が必要な方
· 身体的な病状の変化が激しく、毎日医療的な介入が1時間以上必要な方

· ＩＶＨ、持続末梢静脈点滴、持続皮下点滴などによる医療管理が必要な方
· 透析・インスリン・ストーマなど介護職にはできない継続的処置が2つ以上必要な方
	500円
	15,000円


３　特別管理費は、いずれも介護保険の看取り介護加算と重複しない日数とします。
４　特別管理費については、書面にて説明、同意を得た上でご請求いたします。

５　この規定は平成２６年７月１日より施行いたします。
特別管理費に関する同意書
様の　平成　　年　　月の状態として
　　　　　　　　　　様の特別管理の度合いは　特別管理　　　度　です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１日　　　　円）

私は「特別管理費についての規定」について、グループホーム燦々（さんさん）の担当者より説明を受け、利用者　　　　　　　　　　様の現状に沿ったものであることを確認しましたので、下記について同意します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

家族代表　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　

氏名　　　　　　　　　　　　　　印（ご関係　　　　　）

事業所　　　　オフィス藤田　グループホーム燦々（さんさん）　

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　

